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総会のあと、構成団体から活

動報告の交流があり、横三労連

からは、労働相談で歯科医院か

らのパワハラ相談が多く、横須

賀に神奈川歯科大があるためと

報告しました。土建からは、こ

の間の首長選挙の取り組みで、

逗子と小田原で勝利したこと、

年金者組合から、この間の仲間

増やしの報告がありました。 

7/11（木）、土建事務所で、市

民の市長をつくる会総会が 4 年

ぶりに開催され、25 名が参加し

ました。上地市政の問題点が報

告され、詳細な資料をもとに、

企業優先の市政が、法人税収入

につながっていない事などが指

摘されました。候補者について

は、今後多くの市民団体と懇談

を重ねて模索する方針と、新た

な役員を確認しました。 

ビキニ被災 70周年のつどいに 29名！ 
 

7/15 の海の日）に、「ビキニ被災７０周年のつどい」が

行われました。長崎とビキニで二重被ばくし、27 歳で横

須賀の海に入水自殺した藤井節弥さんを追悼する「観音

崎・非核・平和誓いのつどい」を継承しています。 

前半は、三浦市職労の松本智之さんから、「みうらピー

スデー」など三浦市の非核平和への取り組みについて報

告がありました。松本さんは「市と労組が連携してでき

たのは、行政も市民も寛容だったから」「人間らしく生き

たいという思いから活動している」「制約があるから面白

い」と語りました。 
 

 

全日本年金者組合は、５月６月を仲

間づくり月間と位置づけ、２００人以

上の組織では 5％の組合員を増やすよ

うに通達してきました。当支部では１

３人を増やすことになりました。 

執行委員会で討論し、チラシをまい

たらどうかという話になり、A4の用紙

で作成しました 

５月～６月１０日現在７０００枚ほ

どを、集合住宅等に撒いたり、民主団

体の機関紙等に折り込んだ結果、８名

も加入がありました。 

月間で計画を立て、実行することは、

支部としては初めての試みであり、始

める前までは、どうせやっても・・とい

うあきらめの境地もあったのですが、

まき始めてすぐに成果が見え、本当に

うれしく思いました。このことは年金

者組合の活動に興味を持たれる方がい

るということと、今後の活動に大きな

自信をえることになりました。 

 

よこすか市民の市長をつくる会 
総会開催！ 
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